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1 ⑴ 　 　  ⑵ 　 　  ⑶

⑷ 　 　  ⑸ 　 　  ⑹

2 ⑴ 　 　  ⑵ 　 　  ⑶

3 ⑴ 27 ＋ 58 ＝ 27 ＋ 3 ＋ 55 
　＝ 30 ＋ 55 ＝ 85
⑵  50 － 29 ＝ 50 － 20 － 9 

＝ 30 － 9 ＝ 21
4 ⑴ 　 　  ⑵ 　 　  ⑶

6   2 人がそれぞれ出したお金は同じな
ので、のこりのお金のちがいは、はじ
めのお金のちがいと同じです。

　　はるきさんのはじめのお金
　－ともみさんのはじめのお金

　＝のこりのお金のちがい 

たし算とひき算01

考 え 方

※ 1、 2、 4の筆算は考 え 方を見ましょう。

1 ⑴ 499 ⑵ 867 ⑶ 7280
　 ⑷ 302 ⑸ 125 ⑹ 722
2 ⑴ 505 ⑵ 159 ⑶ 293
3 ⑴ 85 ⑵ 21
4 ⑴ 452 ⑵ 99 ⑶ 279
5  ［式］1826 ＋ 2195 ＝ 4021
　 ［答え］4021 人
6  ［式］600 － 408 ＝ 192
　 ［答え］はるき（さんが）192（円多い。）

答 え

算数
2 〜 3ページ

3年生＋さきどり4年生

問
もん

題
だい

をとき終
お

わったら、 すぐに〇つけをしましょう。
まちがえた問題はふく習

しゅう

しましょう。

国語の答えは反
はん

対
たい

がわから始
はじ

まります。

算 数 ……… 1

社 会 ……… 10

理 科 ……… 8

英 語 ……… 12
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2 3

算
　数

2 ⑴ 六千九百三十四万二千十五
　  6934 2015

⑵ 三十八万七千二百
           38 7200
⑷  1000万が 3こで 3000万、100
万が 5こで 500万、10万が 4こで
40万、1000が 1こで 1000です。
3  数直線の 1目もりの大きさは 1000
です。
4  ⑸ 100より 1小さい数が 99、

1000より 1小さい数が 999であ
るのと同じように考えます。
⑹  98より 2大きい数が 100、998
より 2大きい数が 1000であるのと
同じように考えます。
5  ⑴ けた数が同じなので、上の位

くらい
か

らじゅんに数字の大きさをくらべます。
6  いちばん小さい数をつくるときは、

0ではじまる数はないことに注
ちゅう
意
い
し

ましょう。0の次
つぎ
に小さい 1をいち

ばん上の位におきます。

1  ⑴ □に 37をたすと 59になるので、
　□は 59から 37をひいた数です。
⑵  □から 29をひくと 41になるので、
□は 41に 29をたした数です。

⑶  7に□をかけると 56になるので、
□は 56を 7でわった数です。

⑷  □を 2でわると 5になるので、□は
5に 2をかけた数です。
3 午前 8時 50分から午前 9時までが
　 10分。午前 9時から午前 10時まで
が 1時間です。45－ 10＝ 35だか
ら、もとめる時こくは、午前 10時か
ら 35分後の午前 10時 35分です。

4  たんいを「秒」にそろえてくらべます。
　 1分 27秒＝87秒だから、時間のち
がいは、87－74＝13（秒）です。
5 ⑴ 正午（12時）から何時間何分後
　 の時こくかを考えます。17－ 12＝

5だから、17時は午後 5時で、17
時 21分は午後 5時 21分です。

大きい数02

考 え 方

1 ⑴二千七百九十一万六千五百四十三 
⑵八百二万四千五百一

2 ⑴ 69342015 ⑵ 387200
⑶ 490000 ⑷ 35401000

3 ㋐ 8000 ㋑ 43000
4 ⑴ 150 ⑵ 7000 ⑶ 42 
⑷ 830 ⑸ 999999 
⑹ 100000

5 ⑴＜ ⑵＞
6  いちばん大きい数…9741000 

 いちばん小さい数…1000479

答 え
4 〜 5ページ

□を使
つか

った式
しき

／
時こくと時間03

考 え 方

1 ⑴ 22 ⑵ 70 ⑶ 8 ⑷ 10
2 ⑴ 73＋□＝ 121
⑵ ［式］ 121－ 73＝ 48 

 ［答え］ 48ページ
3 午前 10時 35分
4 まさる（さんが）13(秒

びょう
はやい。）

5 ⑴ 午後 5時 21分 
⑵ 15時 30分

答 え
6 〜 7ページ

9時 10時

10分 35分1時間

8時 50分



2 3

算
　数

1 ⑴  かける数が 4から 5へ 1ふえて
　 いるので、かけられる数の 3をひき
ます。
⑵  かけられる数とかける数を入れかえ
ても、答えは同じです。
⑶  かけ算では、計算するじゅんじょを
かえても、答えは同じです。
⑷   かける数を分けて計算しても、答え
は同じです。 
6×（2＋ 5）＝（6× 2）＋（6× 5）

3  ⑴ 　 　  ⑵ 　 　  ⑶

4   ⑴ 　 　  ⑵ 　 　  ⑶

5   ⑴ 2×93×5＝2×5×93＝10×93＝930

　 ⑵  4×17×25＝4×25×17＝100×17＝1700

 6  　紙テープの長さ×作るまい数 
＝使
つか
う紙テープの長さ 

1 ⑴  それぞれ直線になっている部
ぶ
分
ぶん
の

　 長さをコンパスを使
つか
ってうつしとり、

しるしをつけます。
⑵  うつしとった長さで、あといをくら
べると、いのほうが長いことがわかり
ます。

2  右の図のアの点
を中心に、半

はん
径
けい
の

長さが 3ます分の
円の一

いち
部
ぶ
をかきま

す。同じようにし
て、イの点を中心に半径の長さが 4
ます分の円の一部、ウの点を中心に半
径の長さが 5ます分の円の一部、エ
の点を中心に半径の長さが 6ます分
の円の一部をかきます。

3 ⑴ 箱
はこ
と箱の間の長さが、このボール

　の直
ちょっ
径
けい
の長さを表

あらわ
しています。

⑵  8cmの半分だから、半径は 4cmです。
4  正方形の 1つの辺

へん
の長

さは、円の直
ちょっ
径
けい
と同じ

です。円の直径は半径の
2倍
ばい
なので、正方形の 1

つの辺の長さは、3× 2＝ 6（cm）

かけ算04

考 え 方

※ 3 、 4 の筆算は 考 え 方 を見ましょう。

1 ⑴ 3 ⑵ 6 ⑶ 7 ⑷ 6
2 ⑴ 0 ⑵ 0 ⑶ 100 ⑷ 2400
3 ⑴ 72 ⑵ 600 ⑶ 4626
4 ⑴ 455 ⑵ 2184 ⑶ 25704
5 ⑴ 930 ⑵ 1700
6  ［式］ 8× 160＝ 1280 
　　20m＝ 2000cm
　　　2000－ 1280＝ 720
　［答え］720cm

答 え
8 〜 9ページ

×
6
2

7 2

3
×

5
8

06 0

7
×

41
9
64 6 2

5

×
3

3 5
6 5

3 9
4 5 5

1
×

19
42
43 6

1 8 2
42 1 8

×
80
36
41 2 2

4 4 8
45

2
2 7 0

4

円と球
きゅう

05

考 え 方

1 ⑴ ※実
じっ

さいの図よりも小さくなっています。 
※ うつしとった長さは、それぞれ下のよ

うになっています。

⑵ い（のほうが長い。）
2   考 え 方  を見てください。

3 ⑴ 8cm ⑵  4cm
4 6cm

答 え
10 〜 11ページ
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4 5

算
　数

1  わり算の答えは、わる数のだんの
九九を使

つか
って見つけることができます。

⑴「五五 25」で、答えは 5です。
⑵「三七 21」で、答えは 7です。
⑶ 「八八 64」で、答えは 8です。
⑷ 「九四 36」で、答えは 4です。
⑸「四六 24」で、答えは 6です。
⑹ 「六七 42」で、答えは 7です。
2 ⑵0を、0でないどんな数でわっても、
　答えはいつも 0になります。
⑹  80は、10のたばが 8こあるので、
　8÷ 4＝ 2

　10のたばが 2こだから、20です。
⑻  80÷ 2＝ 40
　　2÷ 2＝　1
　合わせて　41　  82÷ 2＝ 41
3  ⑴　 1つのはんの人数
　　 ＝全

ぜん
部
ぶ
の人数÷はんの数

⑵  　はんの数
　  ＝全部の人数÷ 1つのはんの人数
4  おふろの水のかさが、ペットボトル
の水のかさの□倍だとすると、 
2×□＝ 180　□をもとめる式は、
180÷ 2　と書けます。

1 ⑴  「四三 12」　3あまる。
 15÷ 4＝ 3あまり 3

たしかめ　4× 3＋ 3＝ 15
わられる数と同じになる。

2 ⑴ あまりの 8がわる数の 7より大
　きくなっているので正しくありません。
⑵  「五九 45」だと 44をこえてしまう
　ので正しくありません。
3  1人分のクッキーの数は、全

ぜん
部
ぶ
のクッ

　キーの数÷人数でもとめられます。
4  リボンのできる本数は、はじめのリ
ボンの長さ÷ 1本のリボンの長さで
もとめられます。
5  40÷6＝6あまり4だから、まん
　 じゅうが 6こ入った箱

はこ
が 6こできて、

まんじゅうが 4こあまります。あま
りのまんじゅうを入れるために、箱が
もう 1こひつようだから、箱の数は
全部で、6＋ 1＝ 7（こ）

わり算06

考 え 方

1 ⑴ 5（のだん）、5 ⑵ 3（のだん）、7
⑶ 8（のだん）、8 ⑷ 9（のだん）、4
⑸ 4（のだん）、6 ⑹ 6（のだん）、7

2 ⑴ 1 ⑵ 0 ⑶ 1 ⑷ 6 ⑸ 3 
⑹ 20 ⑺ 200 ⑻ 41

3 ⑴［式
しき

］ 24÷ 8＝ 3［答え］ 3人
⑵ ［式］ 24÷ 4＝ 6［答え］  6つ

4 ［式］ 180÷ 2＝ 90 
 ［答え］ 90倍

ばい

答 え
12 〜 13ページ

あまりのあるわり算07

考 え 方

1 ⑴ 3あまり3（たしかめ）4×3＋3＝15
　 ⑵ 5あまり1（たしかめ）6×5＋1＝31
　 ⑶ 4あまり4（たしかめ）7×4＋4＝32
　 ⑷ 7あまり2（たしかめ）3×7＋2＝23
　 ⑸ 5あまり8（たしかめ）9×5＋8＝53
　 ⑹ 5あまり7（たしかめ）8×5＋7＝47
2 ⑴ 7あまり 1 ⑵  8あまり 4
3   ［式］ 26÷ 4＝ 6あまり 2 
［答え］  （1人分は）6（こになって、）2（こあまる。）
4 ［式］ 78÷ 9＝ 8あまり 6 
［答え］8（本できて、）6（cmあまる。）

5 ［式］ 40÷ 6＝ 6あまり 4 
　　6＋ 1＝ 7　［答え］ 7こ

答 え
14 〜 15ページ



4 5

算
　数

1 ⑴「その他
た
」の人数は、スイカ、 

　 ブドウ、メロンの数を合わせて、 
2＋ 1＋ 2＝ 5（人） 
合計の人数は、 
7＋ 8＋ 6＋ 4＋ 5＝ 30（人）
2 ⑴「5年生」をたてに見ると、あは、
　 6－ 3－ 1－ 0＝ 2 
「4年生」をたてに見ると、うは、 
8－ 3－ 2－ 2＝ 1 
「だぼく」を横

よこ
に見ると、うは 1だから、 

いは、6－1－2－1－1－1＝0 
「2年生」をたてに見ると、いは 0だ
から、えは、2＋ 0＋ 0＋ 0＝ 2 
全
ぜん
部
ぶ
の合計は、 

3＋ 2＋ 4＋ 8＋ 6＋ 2＝ 25 
（10＋ 6＋ 6＋ 3＝ 25）
⑵  下にある合計のらんを横に見ます。
⑶  右にある合計のらんをたてに見ます。
3   ⑴ いちばん大きい数が 130で、グ
ラフのたてのじくが 15目もりあるた
め、1目もりは 10にします。
4  1目もりは 50こです。

1 1目もりは 1cmを表
あらわ
しています。

2 ⑴  10mm＝ 1cmだから、 
90mm＝ 9cmです。

⑵  1m＝ 100cmだから、 
6m＝ 600cmです。

⑶  1km＝ 1000mだから、 
3km＝　3000mです。

⑷ 1740mを 1000mと 740mに分
　けて考えます。
3  2つの場

ば
所
しょ
の間をまっすぐにはかっ

た長さが「きょり」で、道にそって
はかった長さが「道のり」です。

4  ⑴ いちばん小さい目もりは 50gです。
はりは 1kgをこえて、いちばん小さ
い目もり 15こ分（750g）のところ
をさしているから、1kg750gです。
5   1kg＝ 1000g、1t＝ 1000kgです。
⑴  3kg＝3000gだから、 3kg350g＝

3350g
6    バナナの重

おも
さ＝バナナとオレンジを 

合わせた重さ－オレンジの重さ

長さ／重
おも

さ09

考 え 方

1 あ 4m55cm い 5m43cm
2 ⑴ 9 ⑵ 650 ⑶ 3000 
⑷ 1、740

3 ⑴ 940m 
⑵  ［式］ 630＋ 450＝ 1080

　　　　 1080m＝ 1km80m 
　［答え］ 1km80m
4 ⑴ 1kg750g ⑵ 1kg460g
5 ⑴ 3350 ⑵ 5、600 
⑶ 4、90 ⑷ 2000

6 ［式］ 340－ 200＝ 140
　 ［答え］ 140g

答 え
18 〜 19ページ

表
ひょう

とグラフ08

考 え 方

1 ⑴① 8 ② 6 ③ 4 ④ 5 ⑤ 30 
⑵ 30人 ⑶モモ

2 ⑴あ 2 い 0 う 1 え 2 お 25 
⑵ 4年生 ⑶すりきず

3　　　　　　　　 4  ⑴ 50こ 
⑵ 250こ 
⑶ 12月 
⑷ 150こ

答 え
16 〜 17ページ
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6 7

算
　数

1  1目もりは 0.1を表
あらわ
しています。

2 ⑵  0.1が 10こで 1です。
3  1dL＝ 0.1L、1mm＝ 0.1cmです。
⑴  2dL＝0.2Lなので、6L2dL＝6.2L
⑶  5mm＝ 0.5cmなので、 

8cm5mm＝ 8.5cm
4  ⑴ 0.9は 0.1の 9こ分、1.1は 0.1
の 11こ分です。
⑵  6.8は 0.1の 68こ分、7.1は 0.1
の 71こ分です。

5  ⑴ 　 　  ⑵ 　 　  ⑶

⑷ 　 　  　 ⑸ 　 　  ⑹

⑺ 　 　  　 ⑻

6  　 5
10 ＝ 0.5、 9

10 ＝ 0.9だから、

　　 5
10→ 0.6→ 9

10→ 1

2 1つ目の数直線は、1を 6等
とう
分
ぶん
して

　 いて、2つ目の数直線は、1を10等分
しています。

3 ⑶ 分母は、1Lを何等分したかを表
　しています。
⑷  分子は、1mを 7等分したいくつ分
かを表しています。

4  ⑴  分母が同じなので、分子の大きい
　ほうが大きい数です。

⑵  1＝ 9
9 としてくらべると、

9
9 のほう

　 が大きいので、1のほうが大きいとわ
かります。

5  ⑷ 1
2 + 1

2 = 2
2 =1

⑻  1＝ 7
7 だから、 

1- 4
7 = 7

7 - 4
7 = 3

7
6   　使

つか
ったあとの水のかさ

　=はじめにあった水のかさ
－使った水のかさ

小数10

考 え 方

※ 5の筆算は考 え 方を見ましょう。

1 ㋐ 0.7 ㋑ 2.4
2 ⑴ 3、7 ⑵ 2.6 ⑶ 45.9
3 ⑴ 6.2 ⑵ 5、4 ⑶ 8.5 
⑷ 19、6

4 ⑴＞ ⑵＜
5 ⑴ 5.8 ⑵ 8.5 ⑶ 12.2 ⑷ 22
⑸ 3.1 ⑹ 0.9 ⑺ 3 ⑻ 1.5

6
5

10  → 0.6→ 9
10  → 1

答 え
20 〜 21ページ

分数11

考 え 方

1 ⑴ 3
4 L ⑵ 2

5 L ⑶ 7
8 L

2 あ 1
6 い

4
6 う

8
10 

3 ⑴ 1
9 ⑵ 8、7 ⑶ 5 ⑷ 2

4  ⑴＜ ⑵＞
5 ⑴ 4

5 ⑵ 5
8 ⑶

3
4 ⑷ 1 

⑸ 2
9 ⑹

1
4 ⑺

3
8 ⑻

3
7 

6 ［式
しき
］  1- 3

5 = 5
5 - 3

5 = 2
5  

2
5 + 2

5 = 4
5 

［答え］ 4
5 L

答 え
22 〜 23ページ
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6 7

算
　数

26 〜 27ページ

わり算の筆
ひっ

算
さん

4 年算
数

さきど
り

2 ⑴  1 5cmの辺を 1つかく。
2   1でかいた辺の両

りょう
はしをそれぞれ中心

にして、半
はん
径
けい

5cmの円をコンパスでかく。
3   2で交わった点を㋐として、点㋐と
1の辺の左はしの点、右はしの点をそ
れぞれ直線でむすぶ。
⑵  1  6cmの辺を 1つかく。
2   1でかいた辺の両はしをそれぞれ中心
にして、半径 4cmの円をコンパスでかく。
3   2で交わった点を㋑として、点㋑と
1の辺の左はしの点、右はしの点をそ
れぞれ直線でむすぶ。
3 あ～うの角に三角じょうぎの直角の
　かどを重

かさ
ねて大きさをくらべます。

4  右の図から、1つの
辺が 2cmの正三角形
は全
ぜん
部
ぶ
で 4こだとわ

かります。

三角形と角12
考 え 方

1 二
に

等
とう

辺
へん

三
さん

角
かく

形
けい

…あ、う　正三角形…お
2 ※実

じっ
さいの図よりも小さくなっています。 

⑴ 
 
 
 

正三角形
　⑵

二等辺三角形

3 ⑴ い ⑵ う→い→あ
4  4こ

答 え
24 〜 25ページ

5cm 5cm

5cm

6cm

4cm 4cm

452

1

2

8

4



1 � ア　音を出しているものは、ふるえ
ています。ふるえていないものは音を
出しません。
　�イ　トライアングルを手でにぎると、
ふるえが止まるため、音も止まります。
　�ウ� 糸電話で話しているとき、紙コッ
プも糸もふるえています。
　�エ� 糸電話で話しているときに相

あい
手
て

に 1歩近づくと�、糸がたるんでふる
えにくくなるため、糸電話からは相手
の声がほとんど聞こえなくなります。
2 ��⑵くきのすぐ近くをほると、根

ね
をき

ずつけてしまうことがあります。
3 ��⑵こん虫のからだは、頭・むね・は
らの 3つの部

ぶ
分
ぶん
からできていて、む

ねに 6本のあしがついています。こ
のこうぞうをもたないものは、こん虫
ではありません。
⑶�ア　カブトムシのよう虫は土の中でく
さった葉

は
などを食べ、せい虫は木のし

るをなめます。
　�イ� モンシロチョウのよう虫はキャ
ベツの葉などを食べ、せい虫は花のみ
つをすいます。
　�ウ� アブラゼミは、よう虫もせい虫
も木のしるをすいます。
　�エ� ナナホシテントウは、よう虫も
せい虫もアブラムシなどを食べます。

1 ��風の強さが強いほど、車の動き始め
の速さは速く、車の動くきょりは長く
なります。
3 ��⑴・⑵かげは太

たい
陽
よう
の反
はん
対
たい
側
がわ
にできま

す。そのため、かげは西から北を通っ
て東へと動きます。また、太陽が高い
所
ところ
にあるときはかげが短くなり、太

陽がひくい所にあるときはかげが長く
なります。

4   ⑴かがみではねかえした日光を多く
重
かさ
ねるほど、明るくなります。したがっ
て、すべてのかがみ（4まい分）の日
光が当たっているエの部

ぶ
分
ぶん
が、もっと

も明るいとわかります。
⑵�虫めがねで日光を集

あつ
める部分が小さ

いほど、明るく、温
おん
度
ど
が高くなります。

また、色のうすい紙よりも色のこい紙
のほうがはやくこげます。白が日光を
はねかえし、あたたまりにくい色なの
に対

たい
して、黒は日光をはねかえしにく

く、あたたまりやすい色だからです。

音のせいしつ／植
しょく

物
ぶつ

／こん虫
ちゅう 風・ゴム・

太
たい

陽
よう

の光のはたらき01 02

考 え 方
考 え 方

1 ア…×　イ…○　ウ…×　エ…○
2 ⑴ウ→イ→ア　　
　  ⑵ ア…×　イ…○　ウ…○　
　  ⑶ たね→イ→エ→ウ→ア
3 ⑴イ　 ⑵ ウ　⑶ ア・イ

1 動
うご
き始
はじ
めの速

はや
さがおそい車…ア

 遠くまで動く車…ウ
2 ⑴ア　⑵ア
3 ⑴午前 7時…⑤　午後 2時…②
　  ⑵ア
4 ⑴エ　⑵イ

答 え 答 え

理科
28 〜 29ページ 30〜 31ページ

東 西

南

正午午後 2時午後 5時 午前 7時午前 10時

午後 5時

午後 2時午前 10時 正午

午前 7時

北

太陽

かげ

8 9

理
　科



34 〜 35ページ

月の動
うご

き4 年理
科

さきど
り

1   「かん電池の＋
プラス
きょく→どう線→豆

まめ
電
でん

球
きゅう
→どう線→かん電池の －

マイナス
きょく」

のように、電気の通り道が 1 つの「わ」
のようになっているときに、あかりが
つきます。この電気の通り道のことを
「回

かい
路
ろ
」といいます。ウのように、豆

電球のそことまわりの金
きん
ぞくの部

ぶ
分
ぶん
に

どう線とかん電池をつなぐと、ソケッ
トを使

つか
わなくてもあかりがつきます。

エのように、どう線を同じところにつ
なぐとあかりはつきません。また、電

電気・じしゃくのはたらき
／重

おも

さ03

考 え 方

1 ア、ウ、カ、ク
2 ⑴ア…△  イ…△  ウ…○  エ…×
　  ⑵Ｎ（きょく）　  ⑶イ
3 ⑴エ　 ⑵はっぽうポリスチレン

答 え
32 〜 33ページ

気を通すものであれば、電気の通り道
の間にはさんでも、あかりをつけるこ
とができます。鉄

てつ
、アルミニウム、銅

どう

などの金ぞくは電気を通し、プラス
チック、ガラス、木、紙、ビニルなど
は電気を通しません。
2   ⑴金ぞくは電気を通します。金ぞく
のうち、鉄はじしゃくにつき、銅

どう
やア

ルミニウムはじしゃくにつきません。
⑶ 自由に動けるように
したじしゃくは、Ｎ
きょくが北を、Ｓきょ
くが南を向

む
いて止ま

ります。
3   ⑴同じ人が体

たい
重
じゅう
計
けい
に乗

の
っているので

あれば、どのようなしせいでも体重計
がしめす重さは同じになります。体重
計がしめす重さは 2 人の体重の合計
になります。

  ⑵ 同じ体
たい
積
せき
でいちばん軽

かる
いものが、同じ

重さでいちばん体
たい
積
せき
が大きくなります。

8 9

月は西に
しずみます。

見たことが
ある月に
◯をしましょう。

西

南
東

北

○○

○

○ ○

○

【れい】

理
　科



1  ⑴ やまだ病
びょう
院
いん
はみなと野

や
球
きゅう
場
じょう
の

右下にあります。病院の右にある方
ほう

位
い
の記

き
号
ごう
から、この地図では、上が

北になっていることがわかります。

 ⑵  あの畑
はたけ
は、記号を 1つかいていて

も、2つ以
い
上
じょう
かいていても正かいで

す。いの病院、うのゆうびん局
きょく
では、

記号を 2つ以上かいていたら不正か
いです。
⑶  ようこさんの、「やまだ駅

えき
や、やまだ

病院は、みなと野球場より土地が高い
んだよ」という言

こと
葉
ば
をもとにして考え

ます。
⑷  店は人通りの多い所

ところ
に集
あつ
まります。

田や畑は人通りが多い場
ば
所
しょ
にはありま

せん。

1   ⑴① 畑
はたけ
は土づくりをしてから、なえ

を植
う
えます。なえは水やりをして大き

く育てます。
②  畑全体で同時になえを植えると、いっ
ぺんに取

と
り入

い
れの仕

し
事
ごと
をすることにな

り、たいへんです。また、キャベツを
出
しゅっ
荷
か
できる期

き
間
かん
も短
みじか
くなります。時

じ

期
き
をずらして植えたなえは、出荷時期
もずれるので、きかいでいっぺんに仕
事をすることには向

む
きません。

⑵  ビニールハウスは、ビニールをはっ
て作った温

おん
室
しつ
です。温室は雨や風をふ

せいだり、温
おん
度
ど
を調
ちょう
節
せつ
したりするこ

とができます。
2   ⑴ ㋐・㋑食

た
べ物
もの
を作る工場ではたら

く人は、よごれが目立つように、白い
色の服

ふく
を着

き
ています。服以

い
外
がい
も、せい

けつにするためのくふうがあります。
かみの毛が落

お
ちるのをふせぐぼうし、

口や鼻
はな
をおおうマスクもその 1つで

す。工場に入る前には、服のほこりを
落とし、手を消

しょう
毒
どく
します。

⑵  ① グラフの高さがいちばん高いとこ
ろに注

ちゅう
目
もく
します。

②  グラフの左の、50の目もりから出
ている線と同じ高さのものをさがしま
す。

地図のきまり 農
のう

家
か

の仕
し

事
ごと

／工場の仕事01 02

考 え 方
考 え 方

1 ⑴ 南東
　  ⑵ あ　 　　い　 　　う　
　  ⑶ ア
　  ⑷ ウ

1 ⑴①ア→イ→ウ　②ア
　  ⑵ イ
2 ⑴�㋐目立つ　㋑白　㋒ぼうし　

㋓消
しょう
毒
どく

　  ⑵①自
じ
動
どう
車
しゃ
　②歩き

答 え 答 え

社会
36 〜 37ページ 38〜 39ページ

▲八方位

10 11

社
　会



1   ⑴ スーパーマーケットやコンビニエ
ンスストアでは、コンピューターで売
れ方を調

しら
べ、品

しな
物
もの
の売れ方に合わせて

仕
し
入
い
れています。

⑵  アは、会話文の内
ない
ように関

かん
係
けい
ありま

せん。ウは八
や
百
お
屋
や
のとくちょうです。

⑶  スーパーマーケットに、ほかの店が
あると用

よう
事
じ
を一
いち
度
ど
にすませることがで

きてべんりです。
2  ⑴ 119番へ電話をすると、火

か
事
じ
か、

救
きゅう
急
きゅう
か、住

じゅう
所
しょ
などを聞かれます。

⑵  消
しょう
防
ぼう
自
じ
動
どう
車
しゃ
で現
げん
場
ば
にかけつけた消

しょう

防
ぼう
士
し
は、すばやく消火や救

きゅう
助
じょ
を行い

ます。放
ほう
水
すい
のための水は、消

しょう
火
か
せん

から取
しゅ
水
すい
します。けが人がいるときは、

救
きゅう
急
きゅう
車
しゃ
で病
びょう
院
いん
に運
はこ
びます。

⑶ ① 消
しょう
防
ぼう
局
きょく
の通
つう
信
しん
指
し
令
れい
室
しつ
は、さまざ

まなところにれんらくします。けいさ
つしょには交

こう
通
つう
整
せい
理
り
などをいらいしま

す。アは水
すい
道
どう
局
きょく
、イはガス会社に対

たい

するれんらくの内ようです。
②  110番通報すると、けいさつ本

ほん
部
ぶ
の

通信指令室（110番センター）につ
ながります。通信指令室は、けいさつ
しょや交通かんせいセンターなどにれ
んらくします。

1   かるたにかかれた県は、上のだんの
左から「群

ぐん
馬
ま
県
けん
」「青

あお
森
もり
県
けん
」「熊

くま
本
もと
県
けん
」

「千
ち
葉
ば
県
けん
」、下のだんの左から「愛

あい
知
ち

県
けん
」「鹿

か
児
ご
島
しま
県
けん
」「高

こう
知
ち
県
けん
」「鳥

とっ
取
とり
県
けん
」

です。「熊
くま
」「鹿

しか
」「鳥」「馬」の漢字が

入っているかるたをさがします。
2   海に面

めん
していない都

と
道
どう
府
ふ
県
けん
を、海な

し県、内
ない
陸
りく
県ともいいます。 

　栃
とち
木
ぎ
県、群

ぐん
馬
ま
県、埼

さい
玉
たま
県、山

やま
梨
なし
県、

長
なが
野
の
県、岐

ぎ
阜
ふ
県、滋

し
賀
が
県、奈

な
良
ら
県の８

つが海のない県です。

店の仕
し

事
ごと

／
くらしを守

まも

る仕事 日本の都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

03

考 え 方

考 え 方

1 ⑴ア　  ⑵イ
　  ⑶ ㋐いろいろな品物　 

㋑ 1か所
しょ
で

2 ⑴  119
　  ⑵①イ　②ウ　③ア　④オ
　  ⑶①ウ　②ウ

1 以下のかるたに◯をする。

2 ⑴ 

　  ⑵ 8つ

答 え 答 え
40 〜 41ページ 42〜 43ページ

10 11

社
　会

4 年社
会

さきど
り



12 13

1  省
しょう

略
りゃく

2  ⑴

2⑵（例
れい

）　I go to school by bus.　 
　　　　＊どれをえらんでも正かいです。

1  省
しょう

略
りゃく

答 え

アルファベットの書き01 44～45
ページ

答 え

①　I go to school by bus.　（わたしはバスで学校へ行きます。）
②　I go to school by train.　（わたしは電車で学校へ行きます。）
③　I go to school on foot.　（わたしは歩いて学校へ行きます。）
④　I go to school by bike.　（わたしは自

じ
転
てん

車
しゃ

で学校へ行きます。）

読まれた英
えい

語
ご

と意
い

味
み

英
　語

学校へ行こう02 46～47
ページ

英語



p g f w h i t e

u r g b r r e d

r a r b r o s l

p y e l l o w o

l i e a a u w g

e i n c w n e n

n e n k g o l d

12 13

4  5 省
しょう

略
りゃく

6  

1  2 省
しょう

略
りゃく

3  

答 え

①　It’s sunny.　（晴れです。）
②　Itʼs snowy.　（雪です。）
③　Itʼs rainy.　（雨です。）
④　Itʼs cloudy.　（くもりです。）

読まれた英
えい

語
ご

と意
い

味
み

英
　語

天気・色の名前03 48～49
ページ



14

算
　数

1 ⑴ 1、 2くり上がりやくり下がりの
　ある計算に注

ちゅう
意
い
しましょう。 

3  答えの一の位
くらい
に、0をわすれずに書

　きましょう。 
4   筆

ひっ
算
さん
では、位をそろえて書きます。

5   答えの小数点をわすれないようにし
ましょう。
6   9 を 9.0 と考えて計算します。

8   1＝ 8
8  です。

⑵ 万のところで区
く
切
ぎ
って考えます。

⑶ 1  1分＝ 60 秒
びょう
だから、60秒が何

　こ分あるかを考えます。
2   1km＝ 1000mだから、 

5000m＝ 5km です。
3   1kg＝ 1000gだから、 

3kg＝ 3000g です。

2 ⑴ リンゴの数が、ミカンの数の□倍
ばい

　 だとすると、9×□＝ 63　 
□にあてはまる数は、63÷ 9＝ 7

⑵ 　1人分のチョコレートの数
　＝全

ぜん　ぶ
部のチョコレートの数÷人数

3 ⑴  0から 10までを 5等
とう
分
ぶん
している

　 から、1目もりは 2さつです。
⑵  物

もの
語
がたり
は 16さつ、科学は 6さつだ

から、ちがいは、16－ 6＝ 10（さつ）
4  ⑴ 半

はん
径
けい
は直
ちょっ
径
けい
の半分だから、2cm。

⑵  円の半径だから、アイ、アウ、アエ
の長さは、2cmです。下の図より、
二
に
等
とう
辺
へん
三
さん
角
かく
形
けい
は 3 こあります。

考 え 方

答 え

算数

702

9.2

2760

= =

48007032

63÷ 9＝ 7

18÷ 4＝ 4あまり 2

7倍

2cm

3 こ

4
2

2 さつ

10さつ

3

5

30

620

3065

一の位には0を書く。

2113

3.4

434
186
2294

9.0 と考える。

小数点をわすれずに書く。

あいている位には0を書く。

分母は7のまま。

半径は直径の半分。

2つの辺の長さが等しい三角形。

たしかめ
4×4+2=18

1分	 ＝	 60秒
1km ＝	 1000m
1kg ＝	 1000g

5
7 

3
8 

イ

ウ
エ

ア
イ

ウ
エ

ア

３年生まとめテスト



2  　むねから左右 3本ずつ、6本のあ
しが出ていれば、正かいです。

《答えの例
れい
と○つけの仕

し
方
かた
》

○ 15点
　　　　　　　　　　むねから 6本の
　　　　　　　　　　あしが出ている。

× 0点
　　　　　　　　　むねから 4本、　　
　　　　　　　　　はらから 2本の
　　　　　　　　　あしが出ている。

× 0点
　　　　　　　　　むねから 6本、　　
　　　　　　　　　はらから 2本の
　　　　　　　　　あしが出ている。

考 え 方

答 え

理科

15

ヒマワリや
ホウセンカの
子
し
葉
よう
は 2まい

です。

わゴム１本に
かかる力が
小さくなります。

金
きん
ぞくでできて
いるものは、
電気を通します。イ

イ

同じ

Ｎ
Ｎ

Ｓ
Ｓ

○ ○ ○×

ウ

理
　科

３年生まとめテスト



3  　服
ふく
が「よごれてしまった」ときに、

かんたんに「わかる」ことを書けてい
れば正かいです。また、よごれに気づ
いて、「着がえられる」ことを書いて
いても正かいです。

《答えの例
れい
と○つけの仕

し
方
かた
》

○ 20点
 　 「よごれが目立つから。」 
「服がよごれたら、すぐにせいけつな
服に着がえられるから。」

△ 10点
　 「黒い色の服だと、よごれがわかりに
くい。」 
考え方はあっています。白い色の服を
着ることのよさを書きましょう。
× 0点
　 「白い色の服はせいけつだから。」 
白い色の服を着ると、なぜせいけつに
なるのでしょうか。よごれてしまったと
きに、すぐに気づけるので、べつのせ
いけつな服に着がえられるからですね。

考 え 方

答 え

社会

16

おいしいキャベツ
を育
そだ
てられるよう

に、畑
はたけ
の土を元気

にします。
けいさつへの
通
つう
報
ほう
は 110番

にかけます。

人気のあるパン
をたくさん売る
ためには、たく
さん仕

し
入
い
れてお

くひつようがあ
ります。

イ

田 けいさつしょ
左

よごれがわかりやすいから。

けいさつしょ

神社神社

市役所市役所

風車風車

田田 学校学校
道じゅん

イ

ア
イ

ウ
オ

エ
カ

社
　会

３年生まとめテスト



17

国
　語2�

　「
あ
れ
」
や
「
そ
こ
」
に
ア
～
ウ

の
言こ

と
葉ば

を
あ
て
は
め
て
、
意い

味み

が
と

お
る
か
考
え
ま
す
。

4�

⑴�

　
速そ
く

度ど

が
「
お
そ
い
」
の
反は
ん

対た
い

の

意
味
の
言
葉
は「
速
い
」で
す
。「
早

い
」
と
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

5
1�

　「
こ
れ
」
と
あ
る
の
で
、
前
を

見
ま
す
。
―
―
―
①
の
直
前
の
一

文
に
「
畑
や
田
ん
ぼ
に
生
ゴ
ミ
を

す
て
る
」
と
あ
り
ま
す
ね
。

　
2�

　（
　
あ
　
）
の
前
と
あ
と
で
は

反
対
の
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ア「
と
こ
ろ
が
」が
答
え
で
す
。

　�

4�

　
都と

会か
い
で
カ
ラ
ス
が
ふ
え
た
理り

由ゆ
う

に
つ
い
て
は
、14
～
15
行
目
で「
生

ゴ
ミ
と
い
う
エ
サ
（
ア
）
が
一
年

じ
ゅ
う
安
定
し
て
あ
る
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
34
～
36
行

目
に
は
、「
都
会
に
は
カ
ラ
ス
の

天て
ん

敵て
き

（
イ
）
の
オ
オ
タ
カ
や
ワ
シ

な
ど
も
い
な
い
の
で
、
カ
ラ
ス
は

安あ
ん

心し
ん

し
て
子
育
て
（
ウ
）
が
で
き

る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

３
年
生
ま
と
め
テ
ス
ト

国語
答
え

考
え
方

緑
色

医
者

勝
負

重
箱

練
習

写
真

服湖
助始
け
る

ま
る

速
い

寒
い

畑
や
田
ん
ぼ
に
す
て
ら
れ

た
生
ゴ
ミ
。

生
活
や
す
づ
く
り
を
す
る

た
め
の
か
ん
き
ょ
う

エ
サ

子
育
て

×

×

×

天
敵

ここに注
ちゅう

目
もく

。



18 19

国
　語

人
の
気き

持も

ち
と
態た

い

度ど

4 年国
語

さきど
り

考
え
方

2
　「
～
た
め
」
と
い
う
文
が
、
―
―
②
の
あ

と
に
あ
り
ま
す
。「
つ
り
を
す
る
人
や
、鳥
な
ど
、

て
き
か
ら
身み

を
ま
も
る
た
め
（
15
～
16
行
目
）」

3
　
―
―
③
の
直
後
に
、「
な
ぜ
で
す
か
」
に

答
え
る
表ひ

ょ
う

現げ
ん

、「
～
か
ら
」
が
あ
り
ま
す
ね
。

4
　
―
―
④
の
直
前
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
こ
か
ら
、「
い
つ
も
水
の
中
に
い
る
の
で
、

ま
ば
た
き
を
す
る
ひ
つ
よ
う
が
な
い
か
ら
」
と

ま
と
め
ら
れ
ま
す
。
ま
ば
た
き
の
役や

く
割わ
り
に
つ
い

て
、「
目
の
中
に
な
み
だ
を
な
が
し
、
目
が
か

わ
か
な
い
よ
う
に
す
る
、
は
た
ら
き
も
し
て

い
ま
す
（
34
～
36
行
目
）」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
水
の
中
に
い
る
魚
に
は
、
目
が
か
わ
く

心し
ん
配ぱ
い
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

言こ
と

葉ば

の
学が

く

習し
ゅ
う 

⑤

111
　
⑴
【
れ
い
】�

と
ん
と
ん
／
こ
ん
こ
ん

　
　
⑵
【
れ
い
】�

ぎ
ら
ぎ
ら
／
さ
ん
さ
ん

答
え

51
ペ
ー
ジ

50
ペ
ー
ジ

広
い
海
を
泳お

よ
ぎ
ま
わ
っ
て
い
る
の
で
、
毎
日

の
生
活
を
か
ん
さ
つ
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
で
す
。　��

　
　
　
　
　
　�（
21
～
23
行
目
）

魚
は
、
い
つ
も
水
の
中
に
い
る
の
で
、
ま
ば

た
き
を
す
る
ひ
つ
よ
う
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
魚
に
は
ま
ぶ
た
が
な
い
の
で
す
。

（
37
～
38
行
目
）

1
⑴
　
と
び
ら
を
た
た
く
音
を
表あ
ら
わ

す
言こ
と

葉ば

と

し
て
は
、「
ど
ん
ど
ん
」
や
「
が
ん
が
ん
」
も

あ
り
ま
す
。「
ど
ん
ど
ん
」や「
が
ん
が
ん
」は
、

と
て
も
強
く
た
た
く
と
き
に
使つ

か
い
ま
す
。
ぎ
ゃ

く
に
「
こ
つ
こ
つ
」
や
「
こ
と
こ
と
」
な
ど
で

は
、
と
て
も
小
さ
な
音
で
た
た
い
て
い
る
様よ

う
子す

が
表
せ
ま
す
。

　
⑵
　
日
ざ
し
が
強
い
様
子
は
、「
か
ん
か
ん
」

と
い
う
表ひ

ょ
う

現げ
ん

を
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
強

い
日
ざ
し
で
や
け
る
よ
う
な
様
子
は
「
じ
り
じ

り
」
を
使
い
ま
す
。

　
春
や
秋
の
や
わ
ら
か
な
日
ざ
し
の
場ば

合あ
い

は

「
ぽ
か
ぽ
か
」
を
使
い
ま
す
。

　
作
文
を
書
く
時
な
ど
音
や
様
子
を
表
す
言
葉

を
使
う
と
、
場ば

面め
ん
を
生
き
生
き
と
表
現
で
き
ま

す
。

　
Ｂ
さ
ん
は
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
す
。
Ｃ
さ
ん
は
無

表
情
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
合
う
「
気
持
ち
」
を

考
え
て

か
ら
え
ら
び
ま
し
ょ
う
。

考
え
方

う
れ
し
い

が
っ
か
り
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ら
の
岡お
か
田だ

先
生
の
発
表
で
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
が

ル
ー
ル
い
は
ん
を
し
て
「
し
っ
か
く
」
に
な
っ

た
と
明
か
さ
れ
ま
し
た

3
　
―
―
②
の
す
ぐ
あ
と
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

　「
だ
い
じ
な
や
く
そ
く
ご
と
」
が
何
を
指さ

す

か
が
わ
か
る
よ
う
に
「
バ
ト
ン
を
う
け
と
る
と

き
の
だ
い
じ
な
や
く
そ
く
」
な
ど
と
言こ

と
葉ば

を
た

し
ま
し
ょ
う
。

4
　
体
を
小
さ
く
ま
る
め
る
様よ
う
子す

か
ら
、
お
ね

え
ち
ゃ
ん
が
落お

ち
こ
ん
で
い
て
、
チ
ー
ム
の
み

ん
な
に
も
う
し
わ
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
は

げ
ま
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん

が
、
が
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

ね
。
答
え
は
ウ
で
す
。

　
ア
は
、「
何
が
起お

き
た
の
か
わ
か
ら
ず
」
が

ち
が
い
ま
す
。
イ
の「
い
ら
い
ら
す
る
気き

持も

ち
」

も
小
さ
く
体
を
ま
る
め
る
お
ね
え
ち
ゃ
ん
の
様

子
と
あ
い
ま
せ
ん
。
エ
の
よ
う
に
「
し
か
た
が

な
い
」と
思
え
る
な
ら
、お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
も
っ

と
明
る
い
様
子
の
は
ず
で
す
。

1
・
2
　「
へ
ん
」
か
ら
、
そ
の
漢か
ん
字じ

が
何
に
関か
ん

係け
い

し
て
い
る
か
わ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

考
え
方

説せ
つ

明め
い

文ぶ
ん

の
読よ

み
取と

り 

③

101
　�【
れ
い
】

　夜
に
な
る
と
、
海
底
の
す

な
の
中
や
岩
か
げ
に
も
ぐ
り
こ
ん
で
、

ね
む
っ
て
い
る
。

2
　
て
き
か
ら
身
を
ま
も
る
た
め

3
　�【
れ
い
】　
広
い
海
を
泳
ぎ
ま
わ
っ
て

い
る
の
で
、
毎
日
の
生
活
を
か
ん
さ

つ
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
。

　
　《�

さ
い
点
の
考
え
方
》�

「
広
い
海
」「
毎
日
の
生
活
を
か
ん
さ
つ
で

き
な
い
」
の
二
つ
を
書
き
、
文
末
は
「
～

か
ら
。」
で
終
わ
る
。

4
　�【
れ
い
】　
魚
は
い
つ
も
水
の
中
に
い

る
の
で
、
目
が
か
わ
く
こ
と
が
な
く
、

ま
ば
た
き
を
す
る
ひ
つ
よ
う
が
な
い

か
ら
。

　
　�《�

さ
い
点
の
考
え
方
》�

「
い
つ
も
水
の
中
に
い
る
」「
目
が
か
わ
か

な
い
」「
ま
ば
た
き
を
す
る
ひ
つ
よ
う
が
な

い
」
の
三
つ
を
入
れ
る
。�

5
　
ウ

答
え

漢か
ん

字じ

・
言こ

と

葉ば

の
学が

く

習し
ゅ
う 

④

091
　
⑴

・
い
と
へ
ん

　
　
⑵

・
の
ぎ
へ
ん

2
　
院
・
洋
・
持
・
植
・
体

（
ど
の
じ
ゅ
ん
番
で
答
え
て
も
正
か
い
で
す
。）

3
　
⑴
①
げ
ん
き
　
　
　
②
も
と

　
　
⑵
①
し
ゅ
ん
ぶ
ん
　
②
は
る
や
す

　
　
⑶
①
こ
う
か
　
　
　
②
う
た
ご
え

　
　
⑷
①
し
て
い
　
　
　
②
お
や
ゆ
び

4
　
⑴
あ
れ
　
⑵
ど
こ�

5
　
⑴
ウ
　
　
⑵
ウ

6
　
⑴
波
　
　
⑵
港
　
　
⑶
感
想

　
　
⑷
高
級
　
⑸
宿
題
　
⑹
整
え
る

　
　
⑺
起
き
る

答
え

55
ペ
ー
ジ

53
ペ
ー
ジ

勝か

ち
た
い
思
い
だ
け
で
、
あ
せ
っ
て
い
ま
し

た
。
だ
い
じ
な
や
く
そ
く
ご
と
を
わ
す
れ
て

い
た
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
22
～
23
行
目
）
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5
　「
む
だ
づ
か
い
」
と
い
う
言こ
と

葉ば

か
ら
、
筆ひ
っ

者し
ゃ
が
水
や
電
気
な
ど
の「
出
し
っ
ぱ
な
し
」「
つ

け
っ
ぱ
な
し
」
は
よ
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
最さ

い
後ご

の
文
に
「
た

く
さ
ん
の
人
の
努ど

力り
ょ
く

に
よ
っ
て
と
ど
け
ら
れ

た
し
げ
ん
を
、
大
切
に
使つ

か
い
た
い
で
す
ね
（
35

～
38
行
目
）」
と
あ
る
の
で
、
答
え
は
イ
で
す
。

4
・
5
　
日
本
語
に
は
、
読
み
方
が
同
じ
で
も
、

ち
が
う
漢
字
を
使つ

か
っ
て
ま
っ
た
く
べ
つ
の
意い

味み

を
表あ
ら
わ

す
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
漢
字

の
問
題
の
と
き
は
、
文
全ぜ

ん
体た
い
を
読
ま
な
い
と
ま

ち
が
え
て
し
ま
う
の
で
、気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

考
え
方 漢か

ん

字じ

・
言こ

と

葉ば

の
学が

く

習し
ゅ
う 

③

07

物も
の

語が
た
り

の
読よ

み
取と

り 

③

08

1
　
⑴
い
か
る
　
⑵
決
心
　
⑶
方
位

2
　
⑴
終
わ
る
　
⑵
き
け
ん
　
⑶
反
対

　
　
⑷
心
配

3
　
⑴
ひ
く
い
　
⑵
安
い

4
　
⑴
ア
　
⑵
イ�

5
　
⑴
①
市
　
②
詩

　
　
⑵
①
汽
車
　
②
記
者

6
　
⑴
皿
　
　
⑵
血
　
　
⑶
写
真

　
　
⑷
平
等
　
⑸
銀
色
　
⑹
宿
題

　
　
⑺
美
し
い

答
え

1
　
エ

2
　
カ
＝
一
着
　
　
キ
＝
し
っ
か
く

3
　�【
れ
い
】　
勝
ち
た
い
思
い
が
強
く
て

あ
せ
っ
て
い
て
、
バ
ト
ン
を
う
け
と

る
と
き
の
だ
い
じ
な
や
く
そ
く
ご
と

を
わ
す
れ
て
い
た
か
ら
。

　
　《�

さ
い
点
の
考
え
方
》�

「
あ
せ
っ
て
い
た
」「
や
く
そ
く
ご
と
を
わ

す
れ
て
い
た
」
こ
と
を
ま
と
め
る
。
ま
た
、

「
や
く
そ
く
ご
と
」
の
内
よ
う
も
入
れ
る
。

4
　
ウ�

5
　
ア
＝
地
面
　
　
イ
＝
帰

答
え

59
ペ
ー
ジ

57
ペ
ー
ジ

日
本
で
は
江え

戸ど

時じ

代だ
い
に
さ
い
し
ょ
の
水
道
が

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
人
び
と
が
け
ん
こ
う
で

べ
ん
り
な
く
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
水
道

は
次
つ
ぎ
つ
く
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

（
15
～
17
行
目
）

2
　
―
―
①
の
直
後
の
「
そ
れ
が
、
な
ん
と
―

―
。」（
10
行
目
）
か
ら
、
予よ

想そ
う
と
は
ち
が
う
こ
と

が
発は

っ

表ぴ
ょ
う

さ
れ
た
と
わ
か
り
ま
す
。お
ね
え
ち
ゃ

ん
が
「
一
着
」
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
、
優ゆ

う

勝し
ょ
う

を

き
め
た
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
11
行
目
か

考
え
方
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1
　（
　
あ
　
）
の
前
後
を
よ
く
読
ん
で
、
文

の
つ
な
が
り
を
と
ら
え
ま
し
ょ
う
。

　
二
つ
の
う
ち
ど
ち
ら
か
を
え
ら
ぶ
と
い
う
関

係
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
答
え
は
エ
「
そ
れ
と

も
」
で
す
。

2
　
―
―
①
の
あ
と
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

　「
深
い
井
戸
を
ほ
る
」「
遠
く
の
川
ま
で
水
を

く
み
に
行
く
」
の
二
つ
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

3
　「
そ
の
子
た
ち
」
の
く
わ
し
い
説せ
つ

明め
い

は
、

―
―
②
の
前
の
部ぶ

分ぶ
ん
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
文
の
言
葉
を
用
い
て
、ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

4
　
―
―
③
の
前
の
段だ
ん

落ら
く

に
、
な
ぜ
人
び
と
が

水
道
を
つ
く
り
は
じ
め
た
の
か
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
読
む
と
、
鼻
を
左
右
に
ふ
る
の
も

か
ん
け
い
な
い
こ
と
を
言
う
の
も
、
ご
ま
か
そ

う
と
し
て
い
る
か
ら
だ
と
わ
か
り
ま
す
ね
。
答

え
は
ウ
で
す
。

　
イ
の
「
反は

ん
省せ
い
す
る
気き

持も

ち
」
は
、
ご
ま
か
そ

う
と
す
る
バ
ク
の
様よ

う
子す

と
あ
い
ま
せ
ん
ね
。
エ

は
、
ゆ
め
を
た
べ
ら
れ
た
の
は
ラ
マ
な
の
で
ち

が
い
ま
す
。

考
え
方

説せ
つ

明め
い

文ぶ
ん

の
読よ

み
取と

り 

②

061
　
エ

2
　�

・
深
い
井
戸
を
ほ
る
。�

・�

遠
く
の
川
ま
で
水
を
く
み
に
行
く
。

3
　�【
れ
い
】　
毎
日
一
日
中
水
運
び
を
し

て
い
る
子
た
ち
。（
17
字
）

4
　
け
ん
こ
う
で
べ
ん
り
な
く
ら
し�

5
　
イ

答
え

61
ペ
ー
ジ

へ
い
顔
」、バ
ク
は「
と
ぼ
け
顔
」な
の
で
す
ね
。

2
　
―
―
①
の
前
に
理り

由ゆ
う
を
表あ
ら
わ
す
言こ
と
葉ば

、「
～

の
で
」
が
あ
り
ま
す
ね
。
理
由
を
問
わ
れ
た
と

き
は
、
問も

ん
題だ
い
文ぶ
ん
の
中
か
ら
「
～
の
で
」
や
「
～

か
ら
」を
さ
が
す
と
見
つ
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

3
　
ラ
マ
が
ど
ん
な
ゆ
め
を
見
て
い
た
の
か
を

読よ

み
取と

り
ま
し
ょ
う
。
―
―
②
の
ラ
マ
の
言
葉

に
対た

い
す
る
バ
ク
の
答
え
に
注ち
ゅ
う
目も
く
し
ま
す
。

　
ラ
マ
は
、
た
だ
空
を
見
て
い
る
だ
け
の
ゆ
め

を
見
て
い
た
の
で
す
ね
。

4
　
―
―
③
の
あ
と
に
、「
な
ぜ
」
と
い
う
問

い
へ
の
答
え
を
表
す
「
～
か
ら
」
と
い
う
言
葉

が
見
つ
か
り
ま
す
。
字
数
に
あ
わ
せ
て
書
き
ぬ

き
ま
し
ょ
う
。

5
　
―
―
④
の
続
き
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

「
と
っ
て
も
い
い
ゆ
め
だ
な
ん
て
、
た
だ
、

空
を
見
て
い
る
だ
け
の
ゆ
め
だ
っ
た
じ
ゃ
な

い
か
。」　
　
　��

　
　
　
　
　�� �（
17
～
18
行
目
）

長
い
鼻は
な

を
右
、
左
に
ふ
っ
て
、

「
ぼ
く
は
バ
ク
だ
。」

な
ん
て
、
か
ん
け
い
な
い
こ
と
を
い
っ
て
、

ご
ま
か
そ
う
と
し
ま
し
た
。
　�（
27
～
31
行
目
）

子
ど
も
た
ち
が
毎
日
一
日
中
水み

ず
運は

こ
び
を
し
て

い
る
地ち

域い
き
も
あ
り
ま
す
。　
　
　（
12
～
13
行
目
）

そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
深ふ

か
い
井い

戸ど

を
ほ
っ

た
り
、
遠
く
の
川
ま
で
水
を
く
み
に
行
っ
た

り
し
な
い
と
水
が
手
に
入
り
ま
せ
ん
。

（
10
～
11
行
目
）

《
前
》ふ
し
ぎ
に
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

《
あ
と
》あ
た
り
ま
え
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
。�

（
4
～
6
行
目
）

ア

ラ
マ
の
ゆ
め
を
た
べ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ

れ
が
空
を
見
て
い
た
ゆ
め
だ
っ
た
な
ん
て
、

イ

わ
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。
　�� �（
19
～
21
行
目
）
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説せ
つ

明め
い

文ぶ
ん

の
読よ

み
取と

り 

①

物も
の

語が
た
り

の
読よ

み
取と

り 

②

04

05

1�

　
６
行
目
か
ら
の
文
に
注ち
ゅ
う
目も
く
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
か
ら
、「『
他
人
』
を
強
め
て
い
う
言
い
方
」

を
書
き
ぬ
き
ま
し
ょ
う
。

2
　
―
―
②
の
あ
と
を
読
む
と
、「
も
と
も
と

は
『
火
が
さ
か
ん
に
も
え
て
い
る
』
と
い
う
意

味
（
10
～
11
行
目
）」「
こ
の
意
味
が
『
明
る
い
』

に
つ
な
が
っ
た
（
12
行
目
）」「
こ
の
『
明
る
い
』

が
『
明
ら
か
な
』
と
い
う
意
味
を
も
つ
よ
う
に

な
っ
た
（
14
～
15
行
目
）」
と
あ
り
ま
す
。

3
　（
　
あ
　
）
の
部ぶ

分ぶ
ん
で
は
、「
真ま

っ
赤か

な
う

そ
」と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
の
「
赤
」
は
、「『
ま
っ
た
く
、
ま
る
っ

き
り
』
と
い
う
強き

ょ
う

調ち
ょ
う

の
意
味
（
18
～
19
行
目
）」

と
、
2
で
も
見
た
「
明
ら
か
な
（
20
行
目
）」
と

い
う
意
味
で
使つ

か

わ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。「
ま

る
っ
き
り
」「
明
ら
か
な
」
と
に
た
意
味
の
ウ

が
答
え
で
す
。
ア
は
、「
明
ら
か
に
」
と
い
う

言
葉
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、
う
そ
と
は
ぎ
ゃ
く

の
「
本
当
の
こ
と
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

4
　「
赤せ
き

心し
ん

」
は
、
ど
う
い
う
意
味
の
「
赤
」

の
れ
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
だ
ん
ら
く
の
は
じ

め
の
部
分
に
答
え
が
あ
り
ま
す
ね
。

こ
こ
ま
で
あ
ま
り
よ
く
な
い
意
味
の
「
赤
」
が

あ
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
い
い
意
味
で
も
使

わ
れ
る
の
で
す
ね
。

考
え
方

1
　「
他
人
」
を
強
め
て
い
う
言
い
方（

13
字
）

2
　
カ
＝
火
が
さ
か
ん
に
も
え
て
い
る

　
　
キ
＝
明
る
い
　
　
ク
＝
明
ら
か
な

3
　
ウ

4
　�

よ
ご
れ
や
く
も
り
の
な
い
、
き
よ
ら

か
な
じ
ょ
う
た
い

5
　
ア
＝
太
陽
　
　
イ
＝
表

答
え

1
　
エ

2
　
あ
ん
ま
り
お
な
か
が
へ
っ
た

3
　�【
れ
い
】　
た
だ
空
を
見
て
い
る
だ
け

の
ゆ
め
。

　
　《�

さ
い
点
の
考
え
方
》�

「
空
を
見
て
い
る
」
こ
と
が
書
け
て
い
れ

ば
せ
い
か
い
。

4
　
ア
＝
ラ
マ
の
ゆ
め

　
　
イ
＝
わ
か
ら
な
い

5
　
ウ

答
え

65
ペ
ー
ジ

63
ペ
ー
ジ

｢

赤
の
他た

人に
ん｣

は
、
た
だ
の
知
ら
な
い
人
と

い
う
意い

味み

で
は
な
く
、｢

ま
っ
た
く
知
ら
な

い
人｣

｢

ぜ
ん
ぜ
ん
つ
な
が
り
の
な
い
人｣

と
い
う
よ
う
に
、｢

他
人｣

を
強
め
て
い
う

言
い
方
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。�（
６
～
９
行
目
）

も
と
も
と
は
「
よ
ご
れ
や
く
も
り
の
な
い
、

き
よ
ら
か
な
じ
ょ
う
た
い
」
を
意
味
し
て
い

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　�� �（
29
～
30
行
目
）

1
　
ラ
マ
は「
も
ん
く
を
い
っ
て（
１
～
２
行
目
）」

い
る
の
で
、
な
に
か
ふ
ま
ん
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ふ
ま
ん
に
に
た
言こ

と
葉ば

に
、「
ふ
へ
い
」

が
あ
り
ま
す
ね
。
ま
た
、
バ
ク
は
ラ
マ
に
せ
め

ら
れ
て
、「
そ
う
だ
っ
た
か
な
（
5
行
目
）」
と
ご

ま
か
し
て
い
ま
す
ね
。
ご
ま
か
す
に
に
た
意い

味み

の
言
葉
は
、「
と
ぼ
け
る
」
で
す
。
ラ
マ
は
「
ふ

考
え
方
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国
　語

国語

物も
の

語が
た
り

の
読よ

み
取と

り 

①

02
1
　
ラ
イ
オ
ン
が
「
石
こ
ろ
」
を
な
め
る
と
、

次つ
ぎ

の
こ
と
が
起お

こ
り
ま
し
た
。

　
石
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
こ
ろ
が
っ
て

し
ゃ
べ
る
と
い
う
予よ

想そ
う

外が
い

の
こ
と
が
起
き
て
、

ラ
イ
オ
ン
は
お
ど
ろ
い
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

2
　
21
～
22
行
目
に
「
こ
ん
に
ち
は
。
お
れ
、

考
え
方

1
　
イ

2
　
か
た
つ
む
り

3
　【
れ
い
】
目
玉
が
と
び
だ
す
と
こ
ろ
。

　
　《�

さ
い
点
の
考
え
方
》

　
　
　

�「
と
び
だ
す
目
玉
」
で
も
よ
い
。「
～
と
こ

ろ
。」
の
形
で
答
え
ら
れ
る
と
よ
り
よ
い
。

4
　
た
て
が
み
つ
き
の
、
い
さ
ま
し
い
船�

5
　
ウ

答
え

ひ
る
ね
の
と
ち
ゅ
う
の
、
か
た
つ
む
り
で
す
」

と
答
え
が
明
か
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

3
　
直
前
の
ラ
イ
オ
ン
の
気き

持も

ち
、「
そ
れ
に

し
て
も
、
と
び
だ
す
目
玉
な
ん
て
、
か
っ
こ
い

い
な
（
15
～
16
行
目
）」
を
答
え
に
合
う
よ
う
に

ま
と
め
ま
す
。

4
　
27
～
28
行
目
で
、
か
た
つ
む
り
が
ラ
イ
オ

ン
に
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
こ
と
に
注ち

ゅ
う

目も
く

し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
部ぶ

分ぶ
ん
を
書
き
ぬ
け
ば
い
い
で
す
ね
。

5
　
と
も
だ
ち
に
な
っ
た
ふ
た
り
は
、
ラ
イ
オ

ン
は
か
た
つ
む
り
の
こ
と
を
「
う
ず
ま
き
模も

様よ
う

の
石
こ
ろ
」
だ
と
思
っ
て
い
て
、
か
た
つ
む
り
は

ラ
イ
オ
ン
の
こ
と
を
「
た
て
が
み
つ
き
の
、
い
さ

ま
し
い
船
」
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
打う

ち
明

け
合
い
ま
し
た
。
お
た
が
い
を
ち
が
う
も
の
だ

と
か
ん
ち
が
い
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
か

た
つ
む
り
は
そ
の
か
ん
ち
が
い
が
お
か
し
く
て

わ
ら
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
答
え
は
ウ
で
す
。

日
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
な
が
ら
語
り
合
う
ラ
イ
オ

ン
と
か
た
つ
む
り
か
ら
は
、
ア
の
「
は
ず
か
し

い
」
や
イ
の
「
ば
か
に
す
る
」
と
い
う
気
持
ち

は
読
み
取
れ
ま
せ
ん
。

4
　
速は
や
い
も
の
と
い
え
ば
、
ど
ん
な
も
の
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
。
速
く
走
る
動ど

う
物ぶ
つ
に
は
、「
チ
ー

タ
ー
」「
馬
」
な
ど
。「
新し

ん
幹か
ん

線せ
ん

」「
レ
ー
シ
ン
グ

カ
ー
」
な
ど
の
乗の

り
物も
の

で
も
い
い
で
す
ね
。
た

と
え
を
使つ

か

う
こ
と
で
、
た
だ
足
が
速
い
の
で
は

な
く
、
と
て
も
速
い
と
い
う
こ
と
を
つ
た
え
ら

れ
ま
す
。そ
の
ほ
か
、「
い
な
ず
ま
の
よ
う
に
」「
風

の
よ
う
に
」
な
ど
自し

然ぜ
ん

の
も
の
も
、
と
て
も
速

い
こ
と
を
表あ

ら
わ

す
と
き
に
よ
く
使
い
ま
す
。

考
え
方 漢か

ん

字じ

・
言こ

と

葉ば

の
学が

く

習し
ゅ
う 

②

031
　
⑴
頭
　
⑵
耳
　
⑶
の
ど
　
⑷
足

2
　
⑴
ウ
　
　
⑵
ア
　
　
⑶
イ�

3
　
⑴
ア
　
　
⑵
ウ�

4
　�【
れ
い
】

　兄
は
チ
ー
タ
ー
の
よ
う
に

足
が
速
い
。�

5
　
⑴
氷
　
　
⑵
島
　
　
⑶
鉄
橋

　
　
⑷
運
転
　
⑸
有
名
　
⑹
苦
し
い

　
　
⑺
始
ま
る

答
え

69
ペ
ー
ジ

67
ペ
ー
ジ

す
る
と
石
こ
ろ
は
、こ
ろ
が
り
な
が
ら
「
お
っ

お
っ
お
っ
！
」
と
い
う
で
は
な
い
か
。

�（
４
～
５
行
目
）

「
お
れ
も
あ
ん
た
を
み
て
、
た
て
が
み
つ
き

の
、
い
さ
ま
し
い
船
か
と
思
っ
た
よ
」
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1
　
述
語
は
文
の
最さ
い
後ご

に
あ
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
先
に
述
語
を
さ
が
し
て
そ
れ
に
合
う
主
語

を
さ
が
す
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

考
え
方

1
　
⑴
主し

ゅ

語ご

＝
イ

　
　
⑵
主
語
＝
ウ

　
　
⑶
主
語
＝
ア

　
　
⑷
主
語
＝
ウ

2
　
⑴
ウ
　
　
⑵
ウ�

3
　
⑴
ゆ
っ
く
り
　
　
⑵
き
れ
い
な�

4
　
⑴
イ
　
　
⑵
ア�

5
　
⑴
ア
　
　
⑵
イ
　
　
⑶
ア

6
　
⑴
薬
　
　
⑵
庭
　
　
⑶
荷
物

　
　
⑷
筆
箱
　
⑸
短
い

答
え

漢か
ん

字じ

・
言こ

と

葉ば

の
学が

く

習し
ゅ
う 

①

01

71
ペ
ー
ジ

3年生＋さきどり4年生

問
もん

題
だい

をとき終
お

わったら、 すぐに〇つけをしましょう。
まちがえた問題はふく習

しゅう

しましょう。

算数・理科・社会・英語の答えは反
はん

対
たい

がわから始
はじ

まります。

国 語 ……… 24

Ｚ 会 の 総 復 習 ド リ ル

答えと
考え方

国語
◎
主
語
…
…
「
何
が
（
は
）」「
だ
れ
が
（
は
）」

に
あ
た
る
言
葉
。

◎
述
語
…
…
「
ど
う
す
る
」「
ど
ん
な
だ
」「
何

だ
」「
あ
る
（
い
る・な
い
）」
に
あ
た
る
言
葉
。

　述じ
ゅ
つ

語ご

＝
ウ

　述�

語
＝
エ

　述�

語
＝
エ

　述�

語
＝
エ


